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どんぐり山行会 会報 

 

 

 

 

 

やっと桜の季節です 
４／９、蓑山 標高５８６．９ｍの桜咲く山へ登りました。 

登山口では桜も満開に咲き、花見日和となりました。 

 

この日は１８名の会員が参加しました。コースは秩父

鉄道の黒谷駅で降り、和銅採掘露天掘跡を見学するコー

スでした。途中のハプニングは幸運にも大幸運でした。 

思いも寄らない偶然の出会いが時間の帳尻になり、こ

の日の山行を象徴していました。 

椎茸の美味しそうなコースから、タラノ芽が生い茂る南

斜面へ、そして藪コギコース、一時はどうなるかと心配

でしたが感動の出会いは山頂手前で笑いとなりました。 

                

蓑山の山頂を望む！ 

和銅採掘露天掘跡！ 
時間もあり余裕の見物です♪ 

 
大きいですね！ 

大霧山を眺めながら昼食です！ 
頂上付近は桜の咲く花もまばらで、さすがに季節の差が感

じられました。 

 

外で食べる美味しいお弁当はいくつになっても楽しい

ものです。もう気分はピクニック、ビールも美味しく頂

きました。このままお昼寝がしたい！ 

 
ピクニック気分は最高潮！ 

この笑顔が今回の山行した。 
  

 
           偶然のすてきな出会いが！ 

 

元気な笑顔とすばらしい仲間との出会い、これからも 

大事な時間を自然の中で楽しみたいですね。 

今日の反省会はふとんの中で、夢の中でしましょう。 

後は、下山するだけです。コース途中は多少のヌカルミ

がありましたが足元に気をつけゆっくり歩きました。 

親鼻駅を１５時３３分発の秩父線に乗り寄居駅で乗り換

えて、無事に帰宅しました。まだ明るい時間でしたので

家でまたピクニック～なんてビールを片手にした方もい

たのではないでしょか。 

 

編集後記 
青葉がまぶしく感じられる季節もあと少し。山々では 

長い冬から花々が咲き誇る時期となります。 

ツツジ、ミズバショウ、シャクナゲなど、季節を忘れる

事の無い自然の営みは、心に安らぎと静かな時の流れを

与えてくれるでしょう。 

 

                  記、中庭                     

第２号 

次回はシャクナゲの渓谷です 


